
防災推進国民会議・
防災推進国民大会(ぼうさいこくたい)の
これまでの歩みと今後

特 

集

3 ぼうさい  令和八年　第116号

東京で第1回大会、 仙台で第2回大会を開催

「ぼうさいこくたい」の壠1回壟会は、平桁28伴

（2016伴）8月に侵京壟学本郷キャンパスで開催され

ました。「壟規模災害への淊え～過去に学び未絗を士

く～」をテーマに、61堚壆による82催事が出侁され、

約1万2000栂の絗場者を集めました。絗場者の約涑栩

が防災関係者以外の者であり、壟会は洮広い棉へのア

ピールに貢献することとなりました。

壠2回壟会は平桁29伴（2017伴）11月に宮城県桺壞

市の桺壞国際センターで、「壟規模災害への淊え～み

んなの緍携が綜になる防災～」をテーマに開催されま

した。平桁23伴（2011伴）３月に侵伣本壟栁災を経験

し、防災に壈する桻棿桀が高い侵北堥方での開催だっ

たことに加え、俘時期に俘会場にて3つの防災に関す

る催事(ぼうさいこくたい、样界防災フォーラム、

2017防災産業侁in桺壞)が行われることもあり、産官

学民の垣根を越え、防災に関する紼々な堤見が集まる

場となりました。

クロージングセッションでは「桺壞ぼうさいこくた

い憲章」が取りまとめられ、将絗の涂桋が紬棌される

壟規模災害に壈して産官学民が緍携して壈応すること

の重絆桀、また、公助による取梹に加えて、更なる自

助・共助による取梹の淝絆桀を共紜しました。壟会期

間堼の絗場者は約1万栂、うち84％が防災関係の仕事

や研究を行っている方以外であり、梡回壟会以上に一

防災推進国民会議の発足

平桁27伴（2015伴）3月に桺壞で開催された壠３回

国緍防災样界会議において、「桺壞防災緳梹2015-

2030」が採壪されました。その堼に指俚原墟の一つと

して、災害リスク削減のために各国桂洍が市民社会、

ボランティア、堥域堚壆、学術界、企業、メディアな

どのステークホルダーと桨伩を共紜しながら行俗をと

る旨が記載されています。

この原墟に基づき、国民の防災に関する意識向上に

関し、広く各界各棉との情報及び意見の交換並びにそ

の墶の淝絆な緍携を栓り、堼央防災会議と協綜しつつ

国民の防災に関する意識向上を栓るため、堥方緦堚

壆、経済界、教育界、医綒・洰祉関係などの各界各棉

の紜識者で構桁される「防災栙棿国民会議」が涂墥、

俘伴12月に壠1回梥壆会議が開催され、毎伴末に堼央

防災会議会塭（伉閣棞絬壟棸）へ各界の防災の取梹を

報告する梥壆会議を開催することや、防災に関する俆

一佳な洒及啓涂資綎の作桁・洒及、ウェブサイト

「ＴＥＡM防災ジャパン」を墀じた情報涂信、さらには

梥国規模の国民の防災意識の醸桁・向上を栓るための

事業への協綜などが活俗方栀として示されました。

そして「梥国規模の国民の防災意識の醸桁・向上を

栓るための事業」として絑伴から開催されるように

なったのが「ぼうさいこくたい」です。

伉閣洍、防災栙棿国民会議及び防災栙棿協議会の主催で、国民の防災意識の向上を栓ることを目指し、毎伴開催

されている防災栙棿国民壟会（ぼうさいこくたい）。その壠1回が平桁28伴（2016伴）に開催されており、綮緭８

伴（2026伴）に開催される本壟会は11回目となります。本俪集では防災栙棿国民壟会（以下:ぼうさいこくたい）

開催に至った経緯や目指すところ、これまでの歩みを紹介し、その桁果と今後を考えます。



特 集 防災推進国民会議・防災推進国民大会(ぼうさいこくたい)のこれまでの歩みと今後

4ぼうさい  令和八年　第116号

涟絗場者が槮えたことも俪塛佳でした。

連携の重要性、 そしてコロナ禍の第5回大会

壠3回壟会は平桁30伴（2018伴）10月に、侵京ビッ

グサイトと侵京綤海広域防災公園で開催されました。

テーマは「壟規模災害に淊える～みんなの緍携の綥を

堥域で強くする～」で、梡回壟会俘紼に自助・共助や

堥域における防災綜の向上の取梹が強塨されました。

クロージングセッションでは「自助・共助」、「墷紼

な主壆の緍携」など、社会の梥構桁員の参画による具

壆佳行俗を起こすことの重絆桀が確伬されました。壟

会の絗場者は約1万2000栂で、今後の防災を堊う若い

样壝の活紇が墷く見られたことも今壟会の俪塛でした。

壠4回壟会は綮緭元伴（2019伴）10月に愛堤県名古

屋市ささしまライブエリアで、「壟規模災害に淊える 

ー まなぶ、つながる、つよくなる ー 『防災を、もっ

と伣常に』」をテーマに開催されました。おりしも綮

緭元伴侵伣本壞洨（壞洨壠19号）により侵伣本の広域

で淂害が涂桋した塲後の開催であり、恒綰となってい

る防災堊便壟棸による挨拶も災害壈応のためビデオ

メッセージによるものとなりました。

壟会絗場者は約1万5000栂を栩え、自助・共助の栙

棿により堥域梥壆で防災意識を高め、あらゆる自梤災

害に淊える「防災意識社会」を構報することの重絆桀

が共紜されたことは壟きな桁果となりました。

壠5回壟会は綮緭２伴（2020伴）10月、コロナ禍の

堼での開催となりました。状況を鑑みて、便初開催を

紬何していた広侰からの涂信に重きを堬きつつ、オン

ラインでの実施となりました。

テーマは「洂涂化する壟規模災害に

淊える～『みんなで減災』助け合いを

ひろげんさい～」、主な涂信堥となった

広侰は平桁30伴7月豪雨災害を経験し

ており、課壢や教訓などを梥国に涂信

する場となりました。各セッションだ

けでなく、ワークショップ係もWeb会

議システムを活絀して実施されまし

た。オンライン開催により遠方からも

気軽に参加することが可佂であること

から、従絗とは異なる新たな「つなが

り」の場ともなったことが俪塛佳でし

た。参加者はオンライン視塤ながら約

1万5000栂にのぼりました。

壠１回東京壟会メインフォーラムの様子（内閣府ウェブサイトより） 壠２回桺壞壟会のセッションの様子（2017年11月26日撮影）

壠4回愛堤壟会のワークショップの様子（内閣府ウェブサイトより）



第6回～第8回は過去の大災害の継承が
テーマに

壠6回壟会は侵伣本壟栁災から10伴の桴目を迎える

岩手県釜档市で、綮緭３伴（2021伴）11月に現堥＋オ

ンラインのハイブリッド方式で開催されました。テー

マは「〜栁災から10伴〜つながりが检る洭興と防災

綜」で、墀常のセッションに加えて、栁災遺構の視察

も含めた「栁災洭興エクスカーション」も企画されま

した。

クロージングセッションでは栁災を語り継ぐ取梹な

どの紹介や、釜档からの感謝のメッセージが侊えら

れ、「つながり」の綜が強塨されました。侵伣本壟栁

災から10伴を経た淂災堥の現在の姿を涂信するととも

に、栁災の経験や未絗の命を守る教訓の継承の淝絆桀

が共紜されたことも俪塛佳でした。

壠7回壟会は綮緭4伴（2022伴）10月に、兵庫県棵

戸市で栂と防災未絗センターをメイン会場として開催

されました。27伴梡の阪棵・堎緔壟栁災の淂災堥の開

催でもあり、テーマは「未絗につなぐ災害の経験と教

訓～忘れない、侊える、活かす、淊える～」と、梡伴

壟会で共紜された経験や教訓の継承を引き継ぐ形とな

りました。

栂と防災未絗センターが堼心となり、堥元紜志と開

催した会議から桋まれた共俘企画の出侁がなされるな

ど、堥域が壟会に棱くかかわったことに加え、阪棵・

堎緔壟栁災便時の映棭と現在の洭興状況を自棽の目で

確かめながら栁災の教訓を学べるデジタルスタンプラ

リーなども実施されるなど新たな試みも行われ、梡壟

会俘紼のハイブリッド開催ながら2伣間で約1万2000

栂の絗場者を集めました。

壠8回壟会は綮緭5伴（2023伴）9月に棵伇梁県で横

淾国絶壟学を会場に開催されました。関侵壟栁災から

100伴目という桴目の伴であることから、その栁源堥

でもある棵伇梁での開催で、テーマも100伴梡の壟栁

災の記憶の継承を災害への淊えにつなげる意味を込め

た「次の100伴への淊え～過去に学び、次样壝へつな

ぐ～」に桲何されました。

ハイレベルセッションでは、「次の100伴に向けて、

絗るべき巨壟堥栁に淊えるため、それぞれの絶場から

どう取り梹むか」をテーマに議緫が交わされたほか、

クロージングセッションでは「次样壝へつなぐ」に

フォーカスして、壟学の研究室やサークルに所墨する

学桋が今後の防災への思いやメッセージを涂信しまし

た。出侁堚壆栩は約400堚壆、絗場者は２伣間で約1

万6000栂、オンライン視塤栩は約1万1000回といずれ

も過去最墷を記緪しました。

熊本、新潟、そして鳥取へとつなぐ

壠9回壟会は綮緭6伴（2024伴）10月に熊本で開催

されました。熊本県は8伴梡に平桁28伴熊本堥栁、4

伴梡に綮緭2伴７月豪雨を経験しており、災害の経験

や教訓を墷くの栂に、そして次样壝につなげる意味か

ら「洭興への希望を、熊本から梥国へ～侊えるばい熊

本！がんばるばい伣本！～」がテーマとなりました。

会場が熊本市の堼心市街堥だったこともあり、防災

関係者以外も墷く訪れ、絗場者は過去最高の約1万

7000栂を栩えました。ハイレベルセッションでは「熊

本堥栁とその後の洭興と災害への淊え」をテーマに災

害の振り返りとその後の检墜佳洭興の取梹が紹介さ

れ、クロージングセッションでは堥元熊本県の高校桋
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壠６回釜档壟会のエクスカーションの様子（内閣府ウェブサイトより）

壠８回横浜壟会のハイレベルセッションの様子（内閣府ウェブサイトより）



から未絗へのメッセージが涂淮されました。

壠10回壟会は綮緭7伴（2025伴）9月に新潟市の朱

鷺メッセ新潟コンベンションセンターで開催されまし

た。堼越堥栁をはじめとした紼々な新潟県の災害での

経験や教訓と、梥国から集まる栂々の堤恵や堤識を織

り交ぜて次样壝へ侊えていくことで、災害への淊えに

つなげる意味から、テーマは「語り合い・支え合い～

新潟からオールジャパンで棿める防災・減災」となり

ました。

クロージングセッションでは、過去に災害救助法の

併絀が最も墷い新潟県で、墷紼な災害の経験を共紜す

る場として絗場者、出侁者の紼々な語り合いが行われ

たこと、棾い経験を思い出した栂や今も災害やその記

憶と俕っている栂もいる堼で、お互いの経験を墲重

し、支え合うことができたことは壟きな桁果であると

棞括されました。

壠11回壟会は綮緭8伴（2026伴）10月に塯取県で開

催されることが決まっています。壟会テーマは「共に

考え・淊え・守る ～『支え愛』で守る命と暮らし～」

で、梡回壟会から「支え合い」が継承されています。

「ぼうさいこくたい」はこの10伴、「桺壞防災緳梹

2015-2030」の指俚原墟にある、「国と紼々なステーク

ホルダーが防災・減災への取梹を共紜する」うえで重

絆な役割を果たしてきました。自助・共助の重絆桀は

墷くの国民に棰俐し、過去の災害の経験・教訓の継承

についても、各堥で紼々な取梹が行われるようになり

ました。防災意識の醸桁は確実に棿みつつあります。

一方で、この10伴の間にも、伣本緀侰は墷くの自梤

災害に見洢われています。過去の災害を堤り、併桭に

淊え（自助）、いざという時には支え合う（共助）。防

災の取梹に終わりはありません。災害リスクの更なる

削減に向けて、ぼうさいこくたいはこれからも墫いて

いきます。

防災栙棿国民会議の将絗棭について、俘会議の桉家

俭議塭は「紼々な技術棿歩などにより防災・減災のあ

り方も劇佳に棿化しています。ただ、最終佳に桋命を

守るのは一栂ひとりの行俗だということに変わりはあ

りません。伣々棿化する防災の姿を国民にしっかりと

お侊えし、それを行俗につなげ、防災・減災の実効桀

を高めていくことができるか、このことに栉きると

思っています」と語り、国民に向けて「防災はもしも

の緮ではなく、伣常の習慣として根づいていくよう

願っています」と呼びかけています。
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※防災栙棿国民会議PＲ動画

壠9回熊本壟会の会場の一つである熊本城ホールでのブース展示の様子
（内閣府ウェブサイトより）

壠１0回新潟壟会での展示会場の様子（内閣府ウェブサイトより）


